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■活動規制の厳格化でも止まらない感染拡大 

デルタ型変異株を中心とする新型コロナの感染

拡大に歯止めがかからないなか、タイ経済は低迷が

続いている。2021 年 4～6 月期の実質 GDP は、前年

同期比＋7.5％と前期（同▲2.6％）から加速し、6四

半期振りのプラス成長に転じた（右上図）。しかし、

これは昨年の大幅な落ち込みの反動によるもので

あり、前期比では＋0.4％と伸び悩んでいる。ソンク

ラーン（タイの旧正月）時期の娯楽施設の営業停止

や帰省・旅行の自粛要請、感染拡大に伴う消費マイ

ンドの悪化等を受けて内需は 4～6 月期にかけて悪

化している。 

7月以降、感染状況は一段と深刻化しており、8月

には日次の新規感染者数が 2万人に達した。医療体

制のひっ迫に対する懸念が高まるなか、7月中旬、

政府は感染防止策として、バンコクを含む感染拡

大地域に対して夜間外出規制を発令するととも

に、商業施設や公共交通機関の営業時間短縮等の

取組を強化する方針を決定した。さらに、8 月上

旬、政府は最も厳しい規制が適用される地域

（「ダークレッドゾーン」）の範囲を拡大すると

ともに、県をまたぐ移動の監視を強化する方針を

示した。一連の措置を踏まえて、主要機関は 2021

年の経済成長率見通しを相次いで引き下げてい

る。8月上旬、タイ中銀は 2021年の実質 GDP成長

率の予測値を＋0.7％と（前回＋1.8％）、NESDC（タ

イ国家経済社会開発評議会）も 2021年 4～6月期

の GDP統計公表後に同予測値を＋0.7～1.5％（前

回＋1.5～2.5％）へと引き下げた。 

■ワクチン接種の遅れに伴う景気下振れリスクも 

医療提供体制のひっ迫は、ワクチン接種の遅れを通じて景気回復を遅らせる可能性がある。現在の累

計ワクチン接種回数は約 2,000 万回であり、今後、接種ペースが大幅に加速しない限り、年内に国民の

大半がワクチン接種を完了することは困難である（右下図）。政府は、観光産業の持ち直しに向けて 2022

年よりタイ全土で隔離措置なしで外国人の入国を認めることを計画しているが、ワクチン接種の遅延を

理由に実施時期が見直される可能性もある。 

さらに、ワクチン接種の遅れや長引く景気低迷に対する不満を背景に、反政府デモ活動が各地で活発

化しつつあり、それに伴う景気下振れリスクも見過ごせない状況となっている。 
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